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大宮氷川神社力ラスの集団ねぐら入り調査位置図 

● ．【結界 	 ／一、】氷川の杜（最終ねぐら） 

◆P1-P4 ：観察地点 
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大宮氷川神社カラスの集 

 

ねぐら調査 ‘】」 

 

浅見 徹（さいたま市） 

大宮氷川神社（大宮公園）でカラスの集団ねぐら調査を実施しました。カラス？ 集団ね

ぐら？ そんなこと調べてどうするの？ なんて疑間を持たれる方もいるでしょうが、とにか

くやっちゃったのです！！ やってみたら、面白いのですよ、これが。嘘だと思ったら、この

記事を最後まで読んでくださ/ '0 皆さんに、面白さが伝わるとよいのですが・・・。次回は多

くの方々の参加をお待ちしています。 

［どうして調査を？］ 	 立歴史と 

私の家は、大宮氷川

神社の東方約 500m の

所にあります。2005-

2006冬、この氷I時申社

本殿裏の森（以下、氷

川の杜）にミヤマガラ

スが埼入りするという

話を聞きつけ、初めて

カラスの埼入りを見に

行きました。大宮公園

ボート池」目則の高木に

ハシボソガラス、ハシ

ブトガラスそしてミヤ

マガラスの3種、合計 

100 羽近くが集結し、 	図一1 加lV0 
日没前後に種類ごとに 	 大宮外 
―斉に飛び立ち、氷川 	● ． 結 
の杜に入ります。鷹柱 ◆Pl~P4 衝
ならぬ烏柱を形成する

こともあり、なかなか

の見ものでそれ以来何度か見物に行っていま

した。 

そんな折、Y会員が中心となって越谷市の

久伊豆神社で 10 年以上もカラスの集団ねぐ

ら調査を続けていることを知り、2013年冬の

調査に参加する機会を得られました。ただ見

物するだけでも面白いのですが、カウンター 

を使っての計数調査が、意外と面白いことを

初めて知りました。計数調査データの活用方

法は色々あるでしょうが、とりあえず難しい

ことは考えず、氷川の杜でもやってみよう！

と始めることにしました。 

2014年1月 27 日（月）15時、大宮公園ボー  

ト池の畔に集まったのは、特別参加のK氏、 

+Y氏を含む本会会員5名の合計6人でした。 

カラスの集団ねぐらについては、『しらこば

と』で過去に何度か掲載されています D～り。 

この他にも、県内のカラスの集団ねぐらにつ

いての調査報告がいくつかあります。調査の

目的、意義などについてはこれらに譲るとし

て、大宮氷I琳申社での調査概要を以下に紹介

します。 

［調査の方法］ 

基本的に、越谷市での久伊豆神社での調査

方法に倣いました0 

①ねぐらを囲む境界線（以下、「結界」）とそ

の結界を越えて出入りするカラスを数える 
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表-1 カウンター計数 集計結果 

観察方向 観察地点 
カウンタ一計数値（羽） 

入（A) 出（B) A-B 

北側からの埼入り 
イ
上
 

一
 

、kー
  
ボ
 
池
 
南
 
東
 

 
P
岸
  

751 99 652 

大宮公園体育館（P1’方

向） 
59 17 42 

東側からの埼入り 
P2 】競輪場南歩道

橋デッキ 
1, 182 77 1, 105 

南側からの埼入り 
P3 】 NACK 5 第 2入
口階段 

730 55 675 

西側からの埼入り 
(1）鳥居下から北側P4方向 

P4 】裏参道鳥居下 

1, 402 43 1, 359 

西側からの埼入り 

(2）鳥居下から南側P4’方向 
401 52 349 

合 計 4,525 343 4, 182 

埼入数総計：4182+Cm4200 羽＠：調査開始前から結界内にいた個体数などを考慮） 

観察地点を図一1のように設定しました。 

(2）結界を超えて入った数⑧と出た数⑧を、 

観察地点ごとに数えました。 

(3）この日のさいたま市の日の入りは、17 : 03 

でした。調査は、日没の約1時間半前の15: 

30 から日没後約30分の17: 30 を目途に実

施しました。 

(4）カラスの種類別の調査は初めから諦め、一

括りに“カラス”としました。 

［調査結果］ 

表―1に集計結果を示します。 

［雑感・反省など］ 

ねぐら入りのピークは日の入りの前後に集

中していました。ねぐら入り数（A--B）は、 

16 】 45---17:15 の 30 分間で、総数の約 6眺

をカウントしました。タ暮れの空を背景に、 

次々と沸き立つように王財tるカラスの群れは

圧巻で、思わず興奮してしまいました。 

目視で確認されたカラスの機は、ミヤマ

ガラス、ハシブトガラス、ハシボソガラスの 

3種類ですが、鳴き声から判断してコクマル

ガラスも混ざっていたようです。 

低空で結界を超える個体もいて、観察漏れノ

があったと思います。また、調査開女論りから

結界内にいる個体数の把握は困難で、低めに  

見積もりました。 

快晴、北風と放射冷却の中、調査に参加し

ていただいた方々に感謝します。調査後の反

省会は、近くの蕎麦屋で・・・。興奮冷めや

らぬ中での鳥談義に加えて、熱欄と蕎麦で体

も心もポッカポカになりました。 

参考資料 

1） 東京駅を中心とした 50km 圏・東京圏で

のカラスの埼分布図と埼玉県内でのよ

うす，しらこばと,恥242, p2-4 (2004. 06) 

2） 黒い鳥ウォッチングーカワウとカラス

一，しらこばと,No.258, p2-3 (2005. 10) 

3） 埼玉県平野部におけるカラス類近年の

動向,しらこばと，No262, p2-3 (2006. 02) 

ミヤマガラス（編集部） 
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野鳥の音楽（3) 

野鳥の楽しみのこと 

てこり（さいたま市） 

趣味を聞かれて探鳥などを少々、と答えた

ことがある。相手は、やっぱり北海道ですか？ 

と聞く。北海道もいいですが、九州・沖縄も 

いいですよと答えると、えっ、そっちにもい

るんですか？・・・ここでわかった。探鳥（た 

んちょう）ではなくバードウォッチングと言 

えばよかったんだ。私のもうーつの趣味であ

る楽曲作りの方を言ったときには、何が楽し 

くてそんなことをやるのかという感じで、少

し鼻白んだことがある。もつとも、こちらの

方はどう言い換えてもマイナーな趣味である

ことは間違いなし、 

楽曲作りといっても、作った曲は自分で聴

くしかなかったので、純粋に自分の楽しみの 

ためだけでやっていたのだが、最近は姉サ 

イトもあって楽しみの幅が広がっている。そ

こで感じたことだが、楽曲作りでは音の響か 

せ方が非常に大切なようだ,響かせ方ひとつ 

で印象が全然違うのだ。野鳥も自分の歌声を

印象付けるために残響を利用しているのでは 

ないかと思い、前回オオョシキリを取り上げ 

た。だが実は野鳥はもうーつ、自分の楽しみ

のために残響を利用している部分もあるので 

はないか、と気が付いた。以下にその根拠を

記すが、こちらも奇説・珍説のたぐいのもの

であることを、前もつて申し上げておく。 

ドップラー効果と呼ばれるものがある。救

急車のサイレンのピッチが、通り過ぎる前後

で変化して聴こえる現象だ,電車の中で聴く 

踏切の警報音などもそうだ,ところが、救急

車の隊員や踏切で待つ人たちには、ピッチが 

変化したようには聴こえなI 音源に対して

相対的に移動する場合だけ、ピッチが変わっ

て聴こえるからだ。 

草原など開けた場所を好む鳥たちの中には、 

飛びながら鳴くものがいる。セッカの仲間や

ヒバリなど、挙げればきりがない。鳴き声で 

はないがオオジシギは羽音を立てて急降下す

る。これらを周囲で聴いた場合、多少ピッチ 

が違って聴こえるだろうが印象が変わること

はなし、 また飛んでいる鳥には、自分の立て

る音はいつでも同じに聴こえている。 

ところが、地面に対する反響音となると全

く違う。周囲の者には反響音のピッチも同様

に変化するので止まって，訊、た場合とまず区

別できなし、だが音の出し手にははっきりと

違いがわかる。なぜなら自分の立てる音と、 

ピッチの変化した反響音が重なるからだ。ピ 

ッチの変化が小さいとうなりが生ずる。大き

くなるとハモリになる。ハーモニーだ。これ

は地面から飛び立つ時や、地面に向かう時に 

音を出す場合に、その鳥自身だけがハッキリ

と感じ取ることができる。そして止まって鳴 

いた場合との違いを楽しむことだってできる

のだ。 

はるか上空でさえずるヒバリにはもうーつ

楽しみがあるはずだ。彼らのさえずりは地面

に跳ね返って彼ら自身の耳に届いている。距 

離があるのでおそらくこだまになっている。 

そして彼らのアップテンポなメロディーを追

いかけるカノンになっているだろう。輪唱と

言ってもいI \ これは地面にいる者には聴こ 

えない、歌い手だけの楽しみなのだ。 

趣味も楽しみでやっているうちは良いが、 

度を超すと末は「小原庄助」だ,嫁さんに逃

げられるリスクもある。だが鳥たちは違う。 

好きで歌っているだけで縄張りが主張できる。 

だから食うに困らないし、嫁さんだって見つ

けられる。なんとうらやましいことではない 

（はるか上空ではないけど）ヒバリ（編集部） 



蓮田市根金 N36. 0216 E139.6449 042月30 

日、山の神沼でマガモ子 2羽早 3羽、ヒド

リガモ子 2羽早 2羽、オオバン13羽、カイ

ツブリ 2羽。環境が改善され野鳥が戻って

きたようだ（長嶋宏之）。 

白岡市篠津 N36. 0316 E139. 6422 ◇ 12月30 

日、元荒川根金橋下流でオオタカ、ノスリ、 

ハヤブサ各1羽。イカルチドリ 6羽、クサ

シギ1羽、セグロセキレイ2羽、タヒバリ 

1羽、 コガモ12羽、オオバン2羽、カワ

ラヒワ5羽など（長嶋宏之）。 

白岡市柴山柴山沼 ◇12月30日、カイツブ

リ 3羽、カルガモ40羽、カワウI羽、コサ

ギ 5羽、ダイサギ1羽（長嶋宏之）。 

白岡市新井新田 N36. 0429 E139.6173 ◇12 

月30日、大山小学校周辺でミヤマガラス50 

羽士、コクマルガラス淡色型10羽、暗色型 

100羽＋の混群が電線にとまっていた一下

写真コクマルガラス＝二（長嶋宏之）。 

久喜市菖蒲町小林 N36. 0680 E139. 5739 

◇12月30日、ノスリ 1羽、チョウゲンボウ 

1羽、ニュウナイスズメ13羽、カワラヒワ 

50羽士、スズメ100羽士。12月31日、ハヤ

ブサ1羽が電柱にとまっていた（長嶋宏之）。 

加須市加須はなさき公園 ◇12月30日、ヒド

リガモ30羽士が陸に上がって採餌。カルガ

モ多数。モズが下の草原に飛び降りて、ま

た元の枝に何度も戻っていた。他にハクセ

キレイ、カワラヒワ、ウグイスなど（長嶋

宏之）。 

蓮田市黒浜 ◇12月31日午前9時、ツグミ1 

羽、渡ってきたばかりか、警戒心が強く、 

木にとまっても目立つ所にでてこない。ア

リスイ1羽、漕木にとまる。茶色みの強い

個体だった。アオジ、カシラダカ数羽の群

れ、シメ1羽、ベニマシコ早 1羽など。よ

うやく冬鳥が増えてきた。 1月1日午後3 

時、ツグミの声があちこちから（藤原寛治）。 

◇1月19日タ方、ミヤマガラス200-300羽

の群れ、コクマルガラス暗色型30羽士、淡

色型6羽（本多己秀・久文子）。 

さいたま市岩槻区大口 ◇1月1日午後2時 

45分頃、ス パー「アピタ」の南の田んぼ

にミヤマガラス約100羽、群れて採餌する。 

近くの“中の堀川”沿いの電線にもよくと

まる（石川敏男）。 

春日部市南5丁目大池親水公園 ◇1月 2 

日午後 2時20分～3時、小さな公園だが、 

お年寄りや家族連れが餌をやりに来るので

賑やかだ。カルガモ4羽、コガモ18羽、キ

ンクロハジロ75羽＋、キジバト、ユリカモ

メ120羽士、ヒョドリ、ムクドリ、スズメ、 

アオジ子1羽早 1羽。ユリカモメの50羽～ 

60羽の群れが 2時45分頃、急に飛び立ちグ

ングン池上空へ上昇してから旋回し始める。 

鳥柱を立ち上げながら少しずつ南に移動し、 

やがて横並びとなって南東方面に消える。 

恐らく古利根川沿いに東京湾へ下ったと思

われる（石川敏男）。 

久喜市久喜菖蒲公園 ◇1月 2日午後2時～ 

3時、昭和沼でオオバン60羽＋、カルガモ

多数、マガモ50羽＋、キンクロハジロ122 

羽＋、ホシハジロ67羽＋、オナガガモ6羽、 

ョシガモ1羽、コガモ1羽（今年はコガモ

が少ない）、ヒドリガモ多数、カンムリカ

イツブリ 3羽、カイツブリ 7羽、セグロカ

モメ1羽、アオサギ、ダイサギ、オオジュ

リン、アオジなど（本多己秀・久文子）。 

◇1月 3日、昭和沼の浮島にオオタカ1羽。 

カラスと同大で下面の細い横斑が白っぽく、 

上面の羽毛が褐色なことから第2回冬羽早

と思われる。散歩途中の人にスコープで見

せてあげたら感動していた。1月19日、ト

モェガモ1羽、アメリカヒドリ1羽、ミコ

アイサ早1羽、カンムリカイツブリ。他に 
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オオジュリン、カワセミ、ジョウビタキ、 

セグロカモメな＆ 1月22日、 トモユガモ

子 3羽、ョシガモJ3羽早 1羽、ミコアイ

サ早 3羽、バン 3羽。高圧線の鉄塔と電線

にミヤマガラス213羽、その中にコクマル

ガラスの淡色型が 3羽（長嶋宏之）。 

北本市北本自然観察公園 ◇1月4日、マガ

モ、コガモ、アオゲラc1羽、ジョウビタ

キ子 2羽、モズ子 6羽早 2羽、ウグイス、 

アオジ、ツグミ、シロハラ、シメ 2羽＋、 

ヤマガラ 2羽。キジ子 3羽、縄張り争いを

していた。至近距離で見る（本多己秀・久

文子外1名）。 

吉見町八丁湖 ◇1月 5 日、マガモ、カルガ

モ、ヒドリガモ、オナガガモ、キンクロハ

ジロ、ホシハジロ、アオジ、カシラダカ、 

アカハラ、シロハラ、キセキレイなど（本

多己秀・久文子）o ◇1月14日、トモェガモ子 

2羽早2羽（榎本秀和）。 

久喜市柴山枝郷 ◇1月 5 日、圏央道の工事

現場近くの田んぼでミヤマガラスの群れ。 

コクマルガラスの暗色型も混じる。逆光で

見にくかったが、淡色型はいなかった。何

かに驚いたのか、一斉に飛び上がったら、 

200'-300羽の大きな群れだった（藤原寛治）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇1月 8 日、ツミが

頭上のシデの枝にとまったが、すぐに飛び

去った。一瞬の出来事だった。 1月17日、 

ホオジロ早 3羽が草原から飛び立ち、屋敷

林の天辺にとまった。この辺りでホオジロ

は珍しい。 1月20日、 2羽のメジロがケヤ

キの梢でフライキャッチを何度も繰り返し

ていた。 1月23日、ツグミが柿の落ち葉を

丹念にひっくり返し採餌（長嶋宏之）。 

蓮田市馬込 ◇1月 9 日正午前、ミヤマガラ

ス約100羽が上空を低く乱舞。その中にコ

クマルガラス暗色型 2羽。当地で確認する

のは初めて。 1月12日午前 9時30分、ツミ

がシラカシの木で「ケーケケ…」と 7回鳴

いた（本多己秀・久文子）。 

さいたま市緑区芝川第一調節池 ◇1月12日、 

芝川でオオバン20羽士、オカョシガモ子 2 

羽早 2羽、コガモ。調節池でチュウヒ 2羽、 

チョウゲンボウ1羽、カンムリカイツブリ 

1羽、ホシハジロ、キンクロハジロなど。 

1月25日、カンムリカイツブリ 4羽、ハシ

ビロガモ、コガモ、ホシハジロ、キンクロ

ハジロ。Nさんからハヤブサがドバトを捕

えて、鉄塔上で食事中だと教えていただく。 

遠くの鉄塔上で羽根をむしっているハヤブ

サをスコープで観察。調節池の木にノスリ 

1羽、じつとしていた。上空をオオタカが

通過。小型のタカが滑空して、調節池の中

の低い木にとまる。背中の色が濃い。眉斑

が目立たなかったのでハイタカの子カ、遠

かったので、少し近づこうとしたら飛ばれ

てしまった（藤原寛治）。 

鴻巣市滝間室 ◇1月13日午前 9時過ぎ、荒

川にかかる御成橋の上を、 1羽のセグロカ

モメが目線の高さで南から北へ横切る。こ

の日、北風が強く、向かい風の中を北上し

てきたもよう（榎本秀和）。 

さいたま市岩槻区掛 ◇1月14日午後 3時30 

分頃、ミヤマガラス40羽位が、西側に移動

しながら採餌していた。ハシボンガラス、 

ハシシブトガラスも混ざっていた。暫くし

て更に西側の元荒川に沿った上流方向に輪

を描くようにして飛んでいった（菊川和男）。 

坂戸市浅羽ビオトープ ◇1月16日、カオグ

ロガビチョウ 2羽を見た後に見たガビチョ

ウ2羽が可愛く感じた。他に亜種ダイサギ、 

イソシギ、タヒバリ、ェナガ、ノスリなど 

（長嶋宏之）。 

川島町三ッ又沼ビオトープ ◇1月18日、タ

ゲリ 7羽が上空通過。チュウヒと思われる

タカ1羽が沼の縁の木の枝に、長い時間と

まっていた。他にベニマシコ早 1羽、アオ

ジ、モズ、シメ、ツグミ、アオサギなど（長

嶋宏之）。 

蓮田市黒浜沼 ◇1月19日タ方、タシギ 1羽、 

キジ1羽、アオサギ1羽。（本多己秀・久

文子）。 

	 表紙の写真 

ハヤブサ目ハヤブサ科ハヤブサ属コチョウゲ

ンボウ 2月18日坂東大橋の下、残雪20cm 

の河原で、流木に休むオス 1羽に出会いまし 

た。 	 森田文三郎（本庄市） 
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「要予約」と記載してあるもの以外、予約申し込みの必要はあり
ません。集合時間に集合場所にお出かけくださI 
初めての方は、青い腕章の担当者に「初めて参加します」と声を

おかけくださし、参加者名簿に住所・氏名を記入、参加費を支払い、 

鳥のチェックリストを受け取ってください。鳥がいたらリーダーた

ちが望遠鏡で見せてくれます。体調を整えてご参加ください。 
参加費】未就学児無料、会員と小中学生50円、一般100 円。 
持ち物】筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、持っていれば、双眼鏡な

どの観察用具もご用意ください。なくても大丈夫です。 
解散時刻：特に記載のない場合正午から午後1時ごろ。 
悪天候の場合は中止、小雨決行です。できるだけ電車バスなど

の公共交通機関を使って、集合場所までお出かけくださし、 
タカブシギ 

北本市豆石戸宿定例探鳥会 

期日】4月6日（日） 

集合：午前9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR高崎線北本駅西口から、北里メディ

カルセンター病院行きバス8:36発で「自然

観察公園前」下車。 

担当：吉原（俊）、相原（修）、相原（友）、浅見、 

大坂、岡安、柴田、立岩、飛田、内藤、永

野、村上、山野、吉原（早） 

見どころ】恒例のお花見探鳥会です。ユドヒ

ガンは葉桜でも、ソメイョシノはまだまだ

見頃でしよう。もちろん、旅立ち前の冬鳥

たちも、埼玉に着いたばかりのツバメたち

も私たちを出迎えてくれるでしょう。 

さいたま市・民家園周辺定例探鳥会 

期日】4月6日（日） 

集合】午前9時、浦和くらしの博物館民家園

駐車場、念仏橋バス停前。 

交通：JR浦和駅東口②番バス乗り場から、東

川口駅北口行き 8:37 発で「念仏橋」下車。 

後援】浦和くらしの博物館民家園 

担当】伊藤、赤堀、大井、倉林、須崎、手塚、 

野口（修）、藤田、若林 

見どころ】寒く厳しかった冬を乗り越えた春

の鳥たちが、見沼田んぼに来ています。厳

しかった分だけ、温かい春が待ちどおしい

ですね。花の香りの漂うヘルシ、ーロード沿

いを歩きます。調節のできる服装で、お越

しください。また、バスの春の運行時刻改 

正にご注意ください。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日】4月 13日（日） 

集合】午前9時30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通：秩父鉄道熊谷9:09発、または寄居8:50 

発に乗車。 

担当】千島、新井、鵜飼、倉崎、田島、飛田、 

中リ広 村上、茂木 

見どころ：土手の桜も満開でしょう。ツグミ、 

シメ、カシラダカ、アオジなどの冬鳥を探

し、ツバメと再会、ウグイスやヒバリのさ

えずりを聞きながら野鳥の森まで歩きま

す。オオタカも飛んでくれるでしょう。 

所沢市・狭山湖探鳥会 

期日：4月13 日（日） 

集合【午前 9時30分、西武狭山湖線西武球場

前駅前。 

担当：石光、久保田、小林（ま）、鈴木、 

長谷部、水谷、持丸 

見どころ：この時期は、カモ類は期待できま

せんので、周辺の緑地を中心に歩きます。 

昨年開発した新コースは歩きやすく、変化

に富んでいます。早い緑を楽しみながら、 

夏鳥の先遣隊を探しましょう。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき】4月19日（土）午後 3時～4時ころ

会場：会事務局 108 号室 
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ノスリにモビング（星 進） 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】4月 20日（日） 

集合：午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ（ご注意：担当者

は 8時過ぎに北浦和東口到着予定です）。ま

たは午前9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】小林（み）、青木、赤堀、浅見、楠見、 

倉林、小菅、柴野、須崎、新部、畠山、 

増田、若林 

見どころ】北へ去る鳥、南から来る鳥、新し

い命を育て始める鳥・・・、にぎわいの季節を

迎えた三室で、鳥たちの暮らしを、ちょっ

とのぞいてみましょう。 

春日部市・内牧公園探鳥会 

期日：4月 20日（日） 

集合】午前 9時 15 分、アスレチック広場前・

第一駐車場。 

交通】東武春日部駅西口（三井住友銀行前） 

から、朝日バス③番乗り場 8:41 発春日部

エミナース行きで、「共栄大学入口」下車 

(260 円）。西へ徒歩約7分。 

担当】石川、菊川、佐藤、佐野、進士、 

野村（修）、野村（弘）、橋口、吉岡、吉安

見どころ：長くて厳しい冬は過ぎ去り、みず

みずしい新緑の季節です。冬鳥や漂鳥たち

と入れ替わりに夏の小鳥たちがやってき

ます。雑木林や屋敷林の樹冠・林床の落葉、 

田んぼや畔の草地、用水路土手などを耳や

目を凝らして探してみましょう。今年はど 

んな鳥と出会えるかな。 

ご注意【帰路のバスは上記バス停発春日部駅

西口行 13:07, 14:20（バスの発時刻は2月

現在のもの）です。 

さいたま市・秋ケ瀬公園探鳥会 

期日：4月27日（日） 

集合】午前9時10 分、桜区役所バス停付近。 

交通】京浜東北線浦和駅西口⑤番バス乗り場 

から、大久保浄水場行き 8:33 発で「桜区 

役所」下車。 

担当】小林（み）、赤堀、石塚、海老原、倉林、 

新部、星野、増田 

見どころ】30 年前の春、当会の探鳥会はここ

から始まりました。昔も今も、海を越えて渡

ってきた夏鳥たちが秋ケ瀬の森でひと休

みしています。森を彩る花々との出会いも

楽しみです。 

東松山市・物見山探鳥会 

期日】4月 29日（火・祝） 

集合：午前8時 50 分、物見山駐車場（峠を越

えた右側）。 

交通】東武東上線高坂駅西口、川越観光バス

②番乗り場から鳩山ニュータウン行き 

825発で「大東文化大学」下車、バス進行

方向へ徒歩約5分。 

担当】中村（豊）、岡安、千島、増尾、松下

見どころ】新緑の里山風景を見ながら渡り途

中の鳥を探します。キビタキ、オオルリ、 

センダイムシクイなどが見られる頃です。 

足元に咲く春の草花にも目を向けてみま

しょう。 

ご注意：アップダウンのある山道を歩きます。 

足ごしらえはしっかりと。道路の渋滞が予

想されるため集合時刻を早くしました。バ

スおよび集合の時刻にご注意ください。 

シギ・チドリ類県内調査 

期日】4月 29日（火・祝） 

当会では、春と秋の2回、独自にシギ・チ

ドリ類の調査を行っています。ぜひ、参加・

ご協力をお願いします。 

◆大久保農耕地（さいたま市） 



集合】午前9時30分 大久保浄水場の西北角

近くの土手の上（運動公園入り口）。 

担当】石井（研究部） 

解散は昼頃の予定。調査のため参加費は不

要。小雨決行ですが、大雨や悪天候の場合は

中止します。なお、シギ・チドリ類が少ない

こともあります。「やつしまニュータウン」バ

ス停から土手上を歩き集合地点に向かう道は、 

3月末に通れるようになっているはずですが、 

詳しくは数日前から当会H Pでお知らせしま

す。ご確認ください。 

栃木県・奥日光戦場ケ原探鳥会（要予約） 

期日】5月 18日（日） 

集合】午前6時45分、JR武蔵野線北朝霞駅前

ロータリーの交番前。 

交通】往復貸切バス（大型）を使用。 

解散【集合場所にて午後8時30分ころの予定。 

費用：6, 500円の予定。（バス代・保険料など） 

過不足の場合は当日清算します。 

定員】25名（応募多数の場合、先着順）。最少

催行人数15名。 

申し込み】往復はがきに住所、氏名、年齢（保

険加入に必要）、電話番号を明記し、入山 

博（ 	 ) 

まで。4月1日消印以降から有効受付としま

す。（郵便料金変更にご注意ください。） 

担当】入“に 中村（豊）、藤津、星、持丸

見どころ】夏鳥たちの美しい歌声は、まるで

吹奏楽。奥日光の若葉が皆さんをお待ちし

ています。 

ご注意：湯ノ湖から光徳牧場まで、約 6 kmを

歩きます。昼食持参。雨天決行。 

長野県・戸隠高原探鳥会（要予約） 

期日：5月 24日（土）-25日（日） 

集合】24 日午前9時、長野駅コンコーース、新

幹線改札口を出て右側。 

交通】長野新幹線「あさま 503 号」（東京 6:52 

→大宮 7:18→熊谷 7:31→高崎 7:50→長野 

8 :44 着）、または「あさま 505 号」（東京 

7:24→大宮 7:48→長野 8:49 着） 

解散】25 日午後 4時ころ、長野駅前。 

費用】10, 500 円の予定（1泊 3食、現地バス 

代、保険料など）。過不足の場合は当日精

算。集合地までの交通費は各自負担。 

定員：25名（先着順、埼玉会員優先）。 

申込み】往復はがきに住所、氏名、年齢、性

別、電話番号、喫煙の有無を明記して、菱 

沼一充（ 	 ) 

まで。4月1日消印以降から有効受付としま

す。 

担当：菱沼（一）、浅見、藤掛 

見どころ【私たちの地元ではお目にかかれな

い山の小鳥たちに会いに行きましよう。ア

カショウビンは来ているかな？ ノジコ

とアオジのさえずりの違いを耳で覚えま

しょう。戸隠神社の宿坊、伝統の奥田旅館

のオ・モ・テ・ナ・シと、車送迎付きの源

泉掛け流し温泉も、魅力です。 

******************** 

「〇〇女」つてよく耳にしますが・・・ 

最近、「〇〇女」という言葉をよく耳にしま

す。「女」は「オンナ」ではなく「ジョ」と読

ませることが多いようです。テツジョ、リケ

ジョ、 ドボジョなど。そしてついに先日、床

屋で散髪しながらラジオから流れてきたパー 

ソナリティの声に、「トリジョ」！ 今、バー 

ドウォッチングが若い女性の間でトレンディ 

ーなのだそうです。ゲストとして日本野鳥の

会東京の女性幹事がバードウォッチングの魅

力と、最近の取り組みについて紹介していま

した。確か、彼女のお名前は0さん。東京支

部始まって以来、最年少の幹事さんだそうで、 

弱冠 25 歳。彼女、なかなかのアイデアマン（失

礼、レディ）で、女性だけの探鳥会やヤング

向けの探鳥会などを企画して「トリジョ」の

増殖に励んでいるようです。羨まし～！ イ

エ、イエそこのあなたが想像したような意味

ではありませんよ。会員の若返りは、わが埼

玉でも喫緊の課題ですが、現在の幹事は人生

経験の長～い男性中心。どうも企画がイマイ

チ・・・。会員のヤング諸君、ぜひ、貴方の

お知恵と行動力をお貸しください。お便り、 

お待ちしています。 	 （編集部） 
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行事報告〕 

11月24日（日） 狭山市 入間川 
	、 

参加】28名 天気】快晴 

カルガモ コガモ カイツブリ キジバト カワ

ウ アオサギ ダイサギ コサギ バン オオバ

ン イカルチドリ カワセミ コゲラ モズ オ

ナガ ハシボソガラス ハシブトガラス シジュ

ウカラ ヒョドリ スズメ キセキレイ ハクセ

キレイ セグロセキレイ カワラヒワ ホオジロ

カシラダカ（26種）（番外：ドバト）最近オオバン

がよく見られるようになった。見られなくなった

のがゴイサギ。近頃ではめったに現れない。環境

の変化で鳥の生活も変わるのだろうが、人の目で

は鳥の判断基準は分からない。こんなにいいとこ

ろなのになぜいない、なんでこんなところにいる

の？皆さんも経験あるでしょ。 

11月30日（土） 加須市 渡良瀬遊水地 

参加：60名 天気】日青 	
ノ 

キジ ョシガモ ヒドリガモ マガモ カルガモ

ハシビロガモ オナガガモ コガモ ミコアイサ

カイツブリ カンムリカイツブリ ハジロカイツ

ブリ キジバト カワウ アオサギ ダイサギ

オオバン タゲリ セグロかモメ ミサゴ トビ

チュウヒ オオタカ ノスリ カワセミ ハヤブ

サ モズ オナガ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス シジュウカラ ヒョドリ ウグイス ェナ

ガ メジロ ムクドリ ツグミ ジョウビタキ

スズメ ハクセキレイ セグロセキレイ カワラ

ヒワ ベニマシコ シメ ホオジロ カシラダカ

アオジ オオジュリン（48種＋カモ科ハクチョウ

属不明種1)（番外】ドバト）駐車場隣の草地でタ

ゲリを観察しながらのスタート。全体的に小鳥の

数が少ないものの、ベニマシコだけはそこここで

見られた。谷中湖にはミコアイサも入っていて、 

いつも通りのチュウヒの姿も。 

12月1日（日） 加須市 加須はなさき公園 

参加】23名 天気】晴 

ヒドリガモ マガモ カルガモ コガモ キンク 

ロハジロ カイツブリ キジバト カワウ アオ

サギ バン カワセミ モズ オナガ ミヤマガ

ラス ハシボソガラス ハシブトガラス シジュ

ウカラ ヒョドリ ウグイス メジロ ムクドリ

ツグミ ジョウビタキ スズメ ハクセキレイ

セグロセキレイ カワラヒワ ホオジロ（28種） 

始めてすぐにカワラヒワとツグミとモズが現れ、 

幸先が良い。青毛掘川ではコガモ、カルガモ、マ

ガモの飛朔姿を上から観察。その後、刈田のハク

セキレイと人家の屋根のセグロセキレイの声を聞

き分けながら公園に戻った。波のプールに潜水ガ

モの雌が1羽。キンクロハジロかスズガモかで盛

り上がった。ボート池ではカワセミを全員が見ら

れた。池を回って陸で採餌するヒドリガモを観察。 

植物園でウグイスの地鳴きに耳を傾けているとき、 

鉄塔の最上段にミヤマガラス4羽を発見。カラス

談義に花を咲かせながら終了した。 （長嶋宏之） 

12月1日（日） 北本市 石戸宿 
	、 

参加】63名 天気】快晴 	
ノ 

コジュケイ マガモ カルガモ コガモ キジバ

ト カワウ アオサギ クイナ バン オオタカ

ノスリ コゲラ モズ ハシブトガラス ヤマガ

ラ シジュウカラ ヒョドリ ウグイス ェナガ

メジロ ツグミ ジョウビタキ スズメ キセキ

レイ カワラヒワ ウソ シメ ホオジロ カシ

ラダカ アオジ（30種）学習センターの情報では、 

それなりの種類の鳥が到着しているが、前々日の

下見では羽数は少なく感じた。それでも探鳥会当

日は、下見よりは羽数も増え、ウソ早1羽とオオ

タカの旋回を多くの人が見る事が出来た。また、 

カシラダカは1ケ所のみであったが、20羽前後の 

群れをほぼ全員が観察できた。 	（吉原俊雄） 

12月1日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】48名 天気：晴 

キジ ヒドリガモ マガモ カルガモ オナガガ

モ コガモ ホシハジロ キンクロハジロ カイ

ツブリ カンムリカイツブリ ハジロカイツブリ

キジバト カワウ アオサギ コサギ クイナ

オオバン タゲリ チュウヒ カワセミ コゲラ

チョウゲンボウ モズ ハシボソガラス ハシブ

トガラス シジュウカラ ヒョドリ ウグイス

メジロ ツグミ ジョウビタキ スズメ ハクセ

キレイ セグロセキレイ カワラヒワ ベニマシ 

カルガモ コガモ 
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コ シメ ホオジロ アオジ オオジュリン（40 

種）（番外：ドバト）タゲリの群れを上空に眺めて

からスタート。芝川沿いでは、ベニマシコ、クイ

ナ、カワセミと、立て続けに人気者が出てくれて

盛り上がったが、あとは尻つぼみb ツグミたちな

どの冬の鳥がほとんどいない。来るのがおくれて

いるのか、渡ってくる数が少ないのカ、年々渡来

数が減っているようで気になる。 （伊藤芳晴） 

12月7日（土） 所沢市 狭山湖 

参加】21名 天気】日青 

オカョシガモ マガモ カルガモ トモェガモ 

コガモ ホシハジロ カイツブリ カンムリカイ

ツブリ ハジロカイツブリ キジバト カワウ

アオサギ ミサゴ トビ オオタカ ノスリ コ

ゲラ アカゲラ モズ ハシブトガラス シジュ

ウカラ ヒョドリ ウグイス メジロ シロハラ

ジョウビタキ スズメ ハクセキレイ セグロセ

キレイ タヒバリ カワラヒワ アオジ（32種） 

（番外：ガビチョウ、ドバト）冬鳥が少ない！ジ

ョウビタキは姿を見られたがシロハラは声のみで、 

ツグミ、シメといった定番がゼロ。カイツブリ類

は昨年並みに来ているがカモ類は種、数とも少な

めだ。トモェガモ早をしっかり観察出来たのが救

いだった。「はるばると渡り来たれる客なれば 浮 

き寝の鳥に風はそよ吹け」 	（石光 章） 

口で下見の時に鳴いていたルリビタキは、鳴きも

しなかった。池でコガモを初めて見て、最後にシ 

ロハラが水を飲みに現れた。 	（千島康幸） 

 

12月H日（水） 加須市 渡良瀬遊水地 

 

 

参加：26名 天気】日青 

 

 

	ノ 

  

ョシガモ ヒドリガモ マガモ カルガモ コガ

モ ミコアイサ カイツブリ カンムリカイツブ

リ ハジロカイツブリ キジバト カワウ アオ

サギ ダイサギ オオバン タゲリ カモメ セ

グロカEメ ミサゴ トビ チュウヒ ノスリ 

アリスイ コゲラ ハヤブサ ミヤマガラス ハ

シボソガラス ハシブトガラス シジュウカラ 

ヒョドリ ウグイス ムクドリ シロハラ ツグ

ミ ジョウビタキ スズメ ハクセキレイ セグ

ロセキレイ カワラヒワ ベニマシコ シメ ホ

オジロ カシラダカ アオジ オオジュリン（44 

種）（番外：ドバト）谷中湖に着くとハジロカイツ

ブリが近くに浮かんでいた。ミサゴの優雅な飛期

と獲物の魚を食べるパフォーマンスに加えて、浮

島の木に止まっているノスリとチュウヒをじつく

りと見ることができた。後半になって白くなった

ミコアイサ2羽をみんなで見られて盛り上がり、 

ベニマシコやオオジュリン等の小鳥達も姿を現し 

て参加者を喜ばせてくれた。 	（玉井正晴） 

12月8日（日） 熊谷市 大麻生 
	、 

参加】29名 天気：快晴 

キジ カルガモ コガモ カイツブリ キジバト

カワウ アオサギ ダイサギ トビ オオタカ

ノスリ カワセミ コゲラ チョウゲンボウ 

ハヤブサ モズ ハシブトガラス シジュウカラ

ヒョドリ ウグイス ェナガ メジロ シロハラ

ツグミ ジョウビタキ スズメ ハクセキレイ

セグロセキレイ カワラヒワ シメ ホオジロ

カシラダカ アオジ（33種）出発して直ぐに上空

にチョウゲンボウが飛来。続いて鉄塔にとまった

のはオオタカだった。遠くにハヤブサの姿、上空

高いところを通過して行った。草地には鳥の声も

ない。進行方向の道にキジ子早、ゴルフ場の境の

木にモズ子、ジョウビタキ早は木の中を移動して

いた。ツグミが木にとまっていた。河原に向かう

道でシメが飛び回っていた。河原に出ると遠くの

木にノスリ。カワセミもいてくれた。野鳥の森入 

12月14日（土） 滑川町 武蔵丘陵森林公園、 

参加：54名 天気】快晴 

マガモ カルガモ コガモ ホシハジロ キンク

ロハジロ カイツブリ キジバト カワウ アオ

サギ ダイサギ コゲラ アカゲラ アオゲラ

モズ ハシボソガラス ハシブトガラス ヤマガ

ラ シジュウカラ ヒョドリ ウグイス ェナガ 

メジロ シロハラ ツグミ ルリビタキ ジョウ

ビタキ ビンズイ カワラヒワ シメ イカル

ホオジロ アオジ（32種）（番外】ガビチョウ）開

始して間もなく2羽のコゲラがケヤキの幹を上っ

ているのを観察0 日本庭園に入ると早のジョウビ

タキ。さらにその奥の方にはJのルリビタキ。雑

木林では、シジュウカラ、ヤマガラ、ェナガ、メ

ジロの小混群が飛び交っていた。ふれあい広場の

ラクウショウに、実をほおばるシメの姿を見つけ、 

ゆっくり観察。疎林広場ではビンズイ。山田大沼

のカモは10月下旬頃をピークにして数がかなり減

ったが、マガモやコガモが見られた。（中村豊己） 
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●葛西臨海公園のオリンピックカヌー競

技場建設計画の見直しを求める署名活動

日本野鳥の会東京からの2月25日付け

メールによれば、 「競技大会組織委員会の

設立や新東京都知事の就任があり、競技施

設の本格的な検討を行う準備が整いっつ

あります。計画変更の活動はこれからが本

番という意気込みで、葛西臨海公園の自然

を守る活動を積極的に進めてまいります」 

とのこと。2月5日（水）の衆議院予算委員

会で、計画変更の必要性があることを指摘

した議員質間がされたことなどの報告も

あり、従来のインターネットによる署名活

動に加え、書面による署名活動も開始する

ことになりました。 

当会（埼玉）HPのトップページからも、 

署名用紙をダウンロードできるようにし

ました。幅広いご協力をお願いします。 

●会員の普及活動 

2月 22 日（土）、新ハイキングクラブ（東京

都）主催、 「野鳥を観る・知る、第9回・見

沼たんぼ」において、小林みどり、浅見徹、 

工藤洋三、柴野耕一郎、藤田敏恵、星進の 

6名が指導しました。 

●県の鳥獣保護員推薦 

県の鳥獣保護事業実施業務の一端を担

う平成 26 年度の鳥獣保護員として、県環

境部長からの依頼に対し、橋口長和、小荷

田行男、小林みどりの3名を推薦しました。 

●ごめんなさいコーナー 

前号6ページ、表紙の写真撮影者「宇野  

津晃（さいたま市）」とあるのは、 「宇野津

晃（蕨市）」の誤りでした。 

●会員数は 

3月 3日現在1,828人。 

活動と予定 

●2月の活動 

2月 8日（土） 『しらこばと』 3月号校正 

（海老原美夫、小林みどり、長嶋宏之）。 

9日（日）同（海老原美夫、大坂幸男、志

村佐治、藤掛保司）。降雪のため、 2日

間にわたり実施。 

2月16日（日）役員会（司会】石川敏男、各

部の報告・5'-8月の行事予定・鳥獣保

護員推薦・その他）。 

2月17日（月）『野鳥』誌を購読しない会員

向け『しらこばと』 3月号を、郵便局か

ら発送（海老原美夫）。 

●4月の予定 

4月 5日（土）研究部・編集部・普及部会。 

4月12日（土）5月号校正（午後4時から）。 

4月19日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

4月20日（日）役員会（午後4時から）。 

編集後記 

漫画『とりぱん』を揃えている人が同じ

職場にいる。すすめられて読んでみた。餌

台に来る野鳥たちとのどたばたから始ま 

っている。・・・「うんうん、あるある」「そ

うそう」「へーつ」。何度も大笑い。そして

今までの鳥見観がぐらぐら。（山部） 

職場の職員旅行が今年は横浜だった。2 

日目は、朝から自由行動。よし、城ケ島で

海鳥だ！！と準備していたら、当日は、朝か

ら雪…それも大雪。結局、ホテルに泊まっ

ただけで帰ってきました。（藤） 
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